
平 成 ２ ９ 年 度  北 海 道 小 学 校 長 会   

第 ５ 回 理 事 研 修 会  （ 20１ 8/2 /2 3）  

対策部活動報告  

平 成 ２ ９ 年 度 の 対 策 部 の 活 動 に つ い て

報 告 す る 。 資 料 「 平 成 ２ ９ 年 度  対 策 部

活 動 報 告 」 を ご 覧 い た だ き た い 。  

 

先 ず 、「 会 員 必 携 」の 編 集・発 行 に つ い て で あ る 。道 小 の 組 織 、活

動 計 画 、 会 則 な ど の 必 要 事 項 を 見 直 し な が ら 掲 載 し 、 全 道 各 地 区 、

各 部 、関 係 機 関 の 協 力 を 得 て 、予 定 通 り ５ 月 31 日 発 行 、６ 月 上 旬 に

は 全 会 員 へ 配 付 し た 。  

 

次 に ６ 月 16 日（ 金 ）に 実 施 し た「 全 道 小 学 校 校 長 会  会 長 研 修 会 」

に つ い て で あ る 。 計 画 ・ 準 備 ・ 当 日 の 運 営 を 担 当 し 、 各 地 区 の 皆 様

か ら 事 前 に お 知 ら せ い た だ い た 話 題 か ら 、 共 通 話 題 「 学 力 向 上 に 対

す る 取 組 」「 新 学 習 指 導 要 領 」「 学 校 職 員 人 事 評 価 制 度 」「 管 理 職 他 管

交 流 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ・ス ク ー ル に つ い て 」等 に つ い て 、各 地 区 会 長

よ り 、 地 区 の 実 情 を も と に 、 具 体 的 な 意 見 交 流 が 行 わ れ 、 各 地 区 が

抱 え る 課 題 等 に 対 す る 取 組 に つ い て 共 通 理 解 を 図 る こ と が で き た 。

記 録 は 、「 道 小 情 報 」 特 別 号 に 掲 載 し た 。  

 

 次 に 「 全 道 調 査 」 の 実 施 に つ い て で あ る 。 ５ 月 に 「 広 域 人 事 に 関

す る 調 査 」 を 該 当 校 の 校 長 及 び 異 動 者 本 人 に 実 施 し 、 全 道 会 長 研 修

会 な ど の 参 考 資 料 と し た 。ま た 、「 退 職 校 長 の 動 向 等 の 調 査 」も 実 施

し た 。 そ の 調 査 結 果 は 「 道 小 情 報 」 特 別 号 に 掲 載 し た 。  

 

続 い て 、平 成 30 年 度 活 動 計 画 案 に つ い て お 話 し す る 。資 料 を 参 照

さ れ た い 。 活 動 方 針 ・ 業 務 内 容 は 今 年 度 同 様 と 考 え て い る 。  

業 務 計 画 は 、  

○ 会 員 必 携 の 編 集 ・ 発 行  

○ 「 全 道 小 学 校 長 会  会 長 研 修 会 」 の 計 画 ・ 運 営  

○ 「 広 域 人 事 に 関 す る 調 査 」 と 「 退 職 校 長 の 動 向 等 の 調 査 」 の 全

道 調 査 で あ る 。  



各 地 区 や 道 教 委 、 関 係 機 関 の 協 力 を 得 な が ら 行 っ て い く 。  

ま た 、「 文 教 施 策 懇 談 会・各 課 懇 談 会 」に つ い て も 、今 年 度 同 様 取

り 組 ん で い く 。  

 

 現 在 、 来 年 度 の 「 全 道 小 学 校 長 会  会 長 研 修 会 」 の 共 通 話 題 に つ

い て 検 討 中 で あ る 。 話 題 集 約 に つ い て は 、 各 地 区 の 皆 様 ご 協 力 に 感

謝 す る 。 新 年 度 早 々 か ら は 全 道 会 長 研 修 会 や 広 域 人 事 に 関 す る 調 査

に つ い て 各 地 区 へ の 依 頼 事 項 が あ る の で 、 ご 確 認 の 上 、 ご 準 備 を お

願 い す る 。  

 以 上 、 平 成 29 年 度 活 動 報 告 と 平 成 30 年 度 の 活 動 計 画 案 に つ い て

お 話 し し た 。  

 

資 料  

平成 29 年度  対策部活動報告  
～ 活 動 方 針 ～  

(１ )学 校 経 営 上 の 諸 問 題 や 教 育 条 件 に つ い て の 国 や 道 ・ 教 育 局 に 対 す る 要

望 活 動 の た め の 調 査 ・ 情 報 収 集 ・ 準 備 ・ 調 整 等 を 行 う 。  

(２ )会 員 の 身 分 の 確 立 、勤 務 条 件 等 の 整 備 充 実 、組 織 の 強 化 に 必 要 な 状 況 把   

握 等 を 行 い 、 他 団 体 と の 連 携  強 化 に 努 め る 。  

(３ )教 職 員 の 安 定 し た 生 活 の た め に 福 利 厚 生 の 充 実 を 目 指 し 、 状 況 の 把 握

と 条 件 整 備 を 図 る 。  

 

～ 業 務 計 画 内 容 に 基 づ き 報 告 ～  

(１ )「 会 員 必 携 」 の 編 集 ・ 発 行  

  道 小 の 組 織 、活 動 計 画 、会 則 等 の 必 要 事 項 を 精 査 し 、全 道 各 地 区 、各 部 、

関 係 機 関 の 協 力 を 得 て 作 成 。６ 月 上 旬 に 全 会 員 に 配 付 さ れ た 。関 係 諸 団 体

等 の 資 料 編 に 関 し て は 、 HP 上 で 掲 載 し て い る 。  

 

(２ )「 全 道 小 学 校 長 会  会 長 研 修 会 」 の 計 画 ・ 運 営  

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 １ ６ 日 (金 )「 ホ テ ル ラ イ フ ォ ー ト 札 幌 」 に 於 い て 実 施

し 、 中 村 対 策 部 長 の 司 会 で 進 め ら れ た 。 今 年 度 の 共 通 話 題 は 次 の と お り

で あ る 。  

１ 「 学 力 向 上 に 対 す る 取 組 に つ い て 」  

２ 「 新 学 習 指 導 要 領 に つ い て 」  

３ 「 学 校 職 員 人 事 評 価 制 度 に つ い て 」  

４ 「 管 理 職 他 管 交 流 に つ い て 」  

５ 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル に つ い て 」  

・ そ の 他   

広 域 人 事 調 査 や 情 報 交 流  

こ の 共 通 話 題 は 、 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 に 各 地 区 事 務 局 長 よ り 共 通 話 題 の 候



補 を ご 報 告 い た だ き 、 事 務 局 で 決 定 し た も の で あ る 。  

６ 月 の 会 長 研 修 会 の 開 催 に 当 た り 、 各 地 区 よ り 共 通 話 題 ご と の 実 情 報

告 を い た だ き 、 資 料 と し て 当 日 配 付 し た 。 新 年 度 早 々 か ら の 取 組 で あ っ

た の で 各 地 区 の ご 協 力 に 感 謝 申 し 上 げ る 。  

 研 修 会 に お い て は 、 各 会 長 か ら 地 区 の 実 情 報 告 を も と に 、 共 通 話 題 ご

と に 、 よ り 具 体 的 な 意 見 交 流 が 行 わ れ 、 各 地 区 が 抱 え る 課 題 に 対 す る 取

組 に つ い て 、 共 通 理 解 を 図 る こ と が で き た 。 記 録 は 、「 道 小 情 報 特 別 号 」

に 掲 載 し た 。  

 

(３ )「 全 道 調 査 」 の 実 施  

  ５ 月 １ ４ 日 に 、 広 域 人 事 に 関 す る 調 査 ア ン ケ ー ト を 全 道 の 該 当 校 の 校

長 と 異 動 者 本 人 に 対 し て 実 施 し た 。退 職 校 長 の 動 向 等 の 調 査 は 、今 後 に 生

か せ る 資 料 と な る よ う 、項 目 等 を 精 査 し 実 施 し た 。調 査 結 果 は 、全 道 会 長

研 修 会 の 記 録 と 同 様 に 「 道 小 情 報 特 別 号 (平 成 2９ 年 発 行 )」 に 掲 載 し た 。 

 

(４ )「 文 教 施 策 懇 談 会 ・ 各 課 懇 談 会 」 の 取 組  

  文 教 施 策 懇 談 会 に は 、対 策 部 長 と 副 部 長 、幹 事 が 出 席 し た 。各 課 懇 談 会

に は 、第 ３ 分 科 会 に 担 当 副 会 長・対 策 部 長・副 部 長・幹 事 が 出 席 し た 。今

年 度 は へ き 複 連 指 名 理 事 も 加 わ り 、「 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 条 件 整 備 」「 へ

き 地 教 育 に お け る 現 状 と 課 題 」の ２ つ の テ ー マ を 持 っ た 。道 中 と の 連 携 に

よ り 業 務 を 遂 行 。今 年 度 は 道 小・道 中 が ２ 本 ず つ 提 言 。道 小 対 策 部 副 部 長

が 運 営 、 担 当 副 会 長 が 開 会 あ い さ つ を 行 っ た 。 提 言 ２ 本 は 道 特 協 指 名 理

事 、 へ き 複 連 指 名 理 事 が 担 当 。  

 

(５ )「 道 小 宗 谷 ・ 稚 内 大 会 」 に お け る 業 務  

  分 科 会 運 営 業 務 を 行 っ た 。  

 

(６ )そ の 他  

  全 道 会 長 研 修 会 は 、全 道 各 地 区 の 貴 重 な 情 報 交 換 の 場 で あ る と と も に 、

道 小 と し て の 道 教 委 へ の 要 望 や 施 策 提 言 の 根 拠 と な る 重 要 な 話 し 合 い の

場 で も あ り 、そ の 意 義 が 一 層 深 ま っ て き て い る 。今 後 も 、教 育 情 勢 の 吟 味

を し な が ら 、よ り よ い 内 容・企 画 を 行 い 会 議 の 更 な る 充 実 を 目 指 し た い 。  

  全 道 調 査 に お い て 、 こ の 数 年 広 域 人 事 と 退 職 校 長 の 動 向 等 の 調 査 を 実

施 し て き た が 、 管 理 職 の 他 管 交 流 な ど の 新 た な 教 育 情 勢 の 動 き を 考 え な

が ら も 、 現 調 査 の 重 要 性 と 注 目 度 が 高 い た め 継 続 し て 調 査 活 動 は 行 っ て

い き た い 。 今 年 度 広 域 人 事 の ま と め に 関 し て は 、 全 道 会 長 研 に て 報 告 し

た 。 退 職 校 長 ア ン ケ ー ト に つ い て は 道 小 情 報 特 別 号 で 報 告 。  

 


